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(2) 広報うおづ平成元年 2月

戦時中にも憩いの一時

(大町小学校校庭)

一
九
二
六
年

昭
和

4
年

今.)t~ト参効師同歩!>>>Hぬ拘+ぬ砂〉骨扮令今〉争議片夜跡今〉争~>->>I抽今抑持今>)t>>ゆ》狗初参妙~>+>>診〉闘志神刻神今》ぬ→〉輯同幼時-t>l帥>-t)争~}今》脚>-t減措今》争~H均->>今却神岡m~ト神糊暗扮蹄今梯肺骨扮H扮持今扮枠9劫帥"抽勢同狗時今掬肺・t>>l狗暗輔胸→柑持-tl

11 10 5 
年年年

-
大
正
天
皇
崩
御

昭
和
と
改
元

.
魚
津
漁
港
修
築
工
事
起
工

-
日
カ
の
前
身
国
産
肥
料
(
株
)
設
立

.
漁
港
工
事
で
埋
没
林
発
見

-
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津
工
場
創
設

・
地
鉄
線
開
通
。
電
鉄
魚
津
駅
完
成

・
埋
没
林
、
天
然
記
念
物
に
指
定

・
魚
津
港
灯
台
竣
工

・
大
政
翼
賛
会
発
足、

隣
組
制
度

.
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

・
橋
場
町
で
火
災
、

m戸
焼
失

・
吉
田
工
業

・
杉
野
ク
リ
ー
ナ
ー
な

ど
魚
津
に
疎
開
(
終
戦
)

-
新
上
猟
師
町
で
火
災
、
問
戸
焼
失

・
天
皇
陛
下
、
魚
津

へ
行
幸

・
東
西
両
中
学
校

・
魚
津
高
校
発
足

・
海
難
救
助
船
「
雄
山
丸
」
建
造

・
魚
津
漁
港
、
地
方
港
湾
に
指
定

・
1
町
日
か
村
合
併
し
、
魚
津
市
誕

生
(
初
代
市
長
金
光
邦
三
氏
)

・
ほ
た
る
い
か
群
遊
海
面
、
特
別
天

然
記
念
物
に
指
定

-
片
目
(
川
な
ど
氾
濫
、
被
害
ロ
億
円

・
富
山
産
業
博
覧
会
魚
津
会
場
と
し

て
水
族
館

・
埋
没
林
館
新
築

・
北
海
道
沖
で
魚
津
漁
民
犯
人
遭
難

・
魚
津
市
大
火

九
億
円
の
被
害

-
市
長
選
挙
寺
田
太
吉
氏
当
選

-
火
災
復
興
都
市
区
画
整
理
事
業
始

ま
る
(
初
年
完
成
)

・
富
山
労
災
病
院
完
成

・
富
山
国
体
の
ラ
グ
ビ
ー
、
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
魚
津
で
開
催

-
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
、
火
災
復
興

16 15 13 
年年年

20 
年

21 
年

27 26 25 23 
年年年年

29 
年

31 
年

32 
年

33 
年
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35 
年

状
況
ご
視
察

・
全
国
高
校
野
球
大
会
で
魚
津
高
校

「
し
ん
き
ろ
う
旋
風
」
を
起
予
」す

・
経
団
漁
港
、
灯
台
で
き
る

・
寺
田
市
長
再
選

・
多
東
氏
寄
付
で
市
立
図
書
館
完
成

.
皇
太
子
夫
妻
、水
族
館
、
埋
没
林
へ

・
新
国
道
8
号
線
、
市
内
を
貫
通

・
産
業
文
化
会
館
(
市
民
会
館
)
開
館

.
魚
津
工
業
高
校
創
立

・
市
長
選
挙
、
高
野
宗
雄
氏
当
選

・
市
営
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

・
厳
釈
焼
却
場
、
西
尾
崎
に
設
置

・
新
川
女
子
高
校
創
立

-
市
役
所
庁
舎
、
釈
迦
堂
に
新
築

.
魚
津
総
合
職
業
訓
練
校
完
成

・
高
野
市
長
再
選

・
国
鉄

・
地
鉄
高
架
橋
全
開
通

・
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
、
埋
没
林
へ

・
国
鉄
魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
着
工

・
集
中
豪
雨
、
被
害
凶
億
円

-
川
原
田
政
太
郎
氏
、
名
誉
市
民
に

・
市
長
選
挙
、
清
河
七
良
氏
当
選

-
古
鹿
熊
ロ
世
帯
弥
源
寺
へ
移
住

・
西
部
塵
芥
焼
却
場
、
下
椿
に
完
成

.
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

.
魚
津
市
総
合
体
育
館
落
成

・
市
営
野
球
場
、
天
神
山
に
完
成

・
市
長
選
挙
、
清
河
市
長
再
選

・
豪
雪

.
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
開
校

・
魚
津
釈
前

・
加
積
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
完
成

36 
年

37 
年

39 
年

42 40 
年年

43 
年

44 
年

47 
年

48 
年

50 
年

54 53 52 51 
年年年年
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手園都市めざして
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昭
和

M
年

目
年

56 
年

-
温
水
プ
ー
ル
完
成

・
市
長
選
挙
、
清
河
市
長
三
選

・
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
関
学

・
国
鉄
魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業
開
始

・
豪
雪

・
新
水
族
館
、
早
月
川
畔
に
完
成

-
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
、
オ
ー
プ
ン

・
吉
田
久
松

・
吉
田
忠
雄
両
氏
、
名

誉
市
民
に

・
岡
山
県
井
原
市
と
友
好
親
善
都
市

の
提
携
に
調
印

・
名
誉
市
民
故
川
原
田
政
太
郎
氏
の

市
民
葬

・
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
完
成

.
市
青
壮
年
海
外
研
修
事
業
始
ま
る

.
北
陸
自
動
車
道
魚
津
イ
ン
タ
ー
開
通

・
市
長
選
挙
、
清
河
市
長
四
選

・
松
下
電
子
工
業
(
株
)
魚
津
工
場
、

操
業
開
始

-
市
健
康
セ
ン
タ
ー
、
オ
ー
プ
ン

.
林
道
別
又
l
僧
ケ
岳
線
開
通

-
元
法
相
住
栄
作
衆
議
院
議
員
死
去

.
全
国
大
学
女
子
軟
式
野
球
大
会
、

魚
津
市
で
始
ま
る

・
吉
田
記
念
市
立
郷
土
館
完
成

.
桃
山
野
球
場
完
成

・
市
長
選
挙
、
清
河
市
長
五
選

・
小
川
山
千
光
寺
千
手
観
世
音
菩
薩

お
年
目
の
本
開
帳

・
国
道

8
号
バ
イ
パ
ス
、
市
内
の
一

部
で
開
通

・1
月
7
日
昭
和
天
皇
崩
御
、
翌
日

平
成
と
改
元

57 
年

58 
年

60 59 
年年

61 
年

62 
年

63 
年

64 
年



市

県

民

税

の

申

告

所
得
税
の
確
定
申
告

2
月
間
日
(
木
)
か
ら

3
月
日
日
(
水
)
ま
で

日
(
木
)
か
ら

3
月
日
日
(水
)
ま
で
の

問
、
市
役
所
税
務
課
内
に
申
告
相
談

所
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
限
間
近
か
に
な
り
ま
す
と
、
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ

け
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

昭
和
臼
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
と
平
成
元
年
度
市
県
民
税
の
申
告

は、

2
月
日
日
か
ら
受
け
付
け
が
始

ま
り
、
申
告
期
限
は

3
月
日
日
ま
で

で
す
。

こ
の
申
告
は
、
公
平
な
課
税
資
料

や
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
と
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
、
期
限
内

に
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
県

A
V
申

告

は

正

早

め

に

市
県
民
税
の
申
告
書
は
、

2
月
中

平成元年 2月広報うおづ(5) 

句
に
配
付
し
ま
す
。
同
封
の
「
申
告

書
の
書
き
方
L

を
よ
く
読
ん
で
、
必

要
事
項
を
正
し
く
記
入
の
上
、

3
月

日
日
ま
で
に
市
税
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

A
V
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

1

営
業

・
事
業
所
得
の
あ
る
方

2

給
与
所
得
の
他
に
農
業

・
不
動

産
等
の
所
得
の
あ
る
方

3

雑
損

・
医
療
費
等
の
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
方

4

給
与
支
払
報
告
書
又
は
公
的
年

金
等
支
払
報
告
書
の
提
出
が
な
か

っ
た
方

-
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
方

l

税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
又
は
提
出
さ

れ
た
方

2

会
社

・
事
業
所
等
勤
務
先
で
源

泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方

3

生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方

つ
い
て

は

-
次
の
よ
う
な
方
は
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

1

事
業
所
得
者
の
場
合

①
所
得
の
合
計
額
が
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方

②
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方

2

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

①
年
収
が
一
、
五

O
O万
円
を
超

え
る
方

②
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
万

③
給
与
以
外
の
所
得
が
二

O
万
円
を
超
え
る
方

-
次
の
よ
う
な
方
は
、
還
付

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

l

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
医

療
費
控
除

・
住
宅
取
得
特

別
控
除
等
を
受
け
る
方

2

年
の
中
途
で
退
職
し
た

た
め
年
末
調
整
を
受
け
て

い
な
い
方

3

所
得
の
少
な
い
方
で
、

利
子

・
配
当
等
の
所
得
の

あ
る
方

申
告

ご
案
内

市
税
務
課
で
は

2
月
日

農
協
各
支
所
等
で
も

栂
談
を
受
け
ま
す

次
の
日
程
で
各
農
協
支
所
等
で
も

地
区
別
の
臨
時
申
告
相
談
所
を
聞
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
各
会
場
と
も
相
談
時
間
は
午
前

9

時
初
分
か
ら
午
後

4
時
ま
で
で
す
。)

相 談日 該当地区 と 、、~・ ろ

2月17日幽 片貝 地 区 片員公民館

2月20日(月) 松 倉 地区 農協松 倉 支所

2月21日(刈 天神地区 農協天神支所

2月22日や同 経団地 区 経団信用農協

2月23日(柑 上中島地区 農協中 島 支所

2月27日(月) 上野方地区 上野方公民館

2月28日(火) 西布施地区 農協西布施支所

3月l日附 下中島地区 農協中島支所

2月28日です。

肉

固定資産税第4期分

及び国民健康保険税

第4期分の納期限は

察期納固

定

の
縦
覧

平
成
元
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課

税
台
帳
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
固
定
資
産
(
土
地

・
家
屋

・

償
却
資
産
)
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
よ
い
機
会
で

す
。
ど
う
ぞ
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
係

員
に
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

O
期
間

3
月

1
日
(
水

)
1
3
月
初
日
(
水
)

午
前

8
時
初
分
か
ら
午
後

5
時
ま

で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
正
午
ま

で
。

日
曜
日
は
除
く
。

O
場
所

市
役
所
税
務
課
資
産
税
係
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市
一 昭和63年

あらまし

火
災
は
、
前
年
と
比
べ
件
数
で

5

件
減
少
し
た
反
面
、
焼
損
面
積

・
損

害
額
と
も
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

火
災
原
因
の
大
半
は
火
気

の
取
り
扱

い
不
注
意
と
な

っ
て
い
ま
す
。

救
急
は
、
前
年
に
比
し
て

H
件
の

増
加
で
、
近
年
件
数
は
横
ば
い
状
態

で
す
が
、
あ
い
変
ら
ず
急
病

・
交
通

事
故

・
一
般
負
傷
が
全
体
の
幻

パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、

1
日
平
均

2
回
の
出
場
で
、
市
民
白
人
に

1
人

の
割
合
で
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

署防消津魚

よ五----とごIJ 63年 62年 比較増減

;建 物 9 14 ム 5 

火 林 野f l 2 ム

ttJe丈〈 車 両

件 荷台 楳!

数 そ の他 1 1 。
言十 11 17 ム 6 

焼損

全 焼 5 2 3 

半 焼 1 1 。
棟数 部分焼 8 11 ム 3 

言十 14 14 。
焼 損 建物(m') 796 336 460 

面積 林野(a ) 8 69 ム 61 

全 t員 2 l 

世帯グりく
半 損 l ム 1 

f員 7 11 ム 4 

言十 9 13 ム 4 

り グ《ft〈 人 員 32 55 ム 23 

建
建物 16，482 9，582 6，900 

損
物

収容物 12，326 3，664 8，662 

量Eコ三
小計 28，808 13，246 15，562 

林 野 1，857 ム 1，857
客貢 車 両

千 荷台 骨自
円

その他 736 736 、.__- ム

言十 28，808 15，839 12，969 

死 者 2 l 1 

傷 者 5 4 1 

対応総齢、齢、題、題、題齢、無齢、、燃機題、

ょに
63 年 62 年

出場救急搬送 出場 救急 搬送

件数件数人員 件数 件数 人員

メtコ入 771 698 718 757 712 744 

火 火((( l 1 3 3 3 

自 扶 1tJZt《‘ 量Eコ三

71<. ま住 事 故 l 

チコιマ 通 事 故 188 172 198 183 169 196 

労 ↑動 グfft〈 量Eコ三 12 12 12 12 12 14 

運 動 競 技 6 6 6 5 5 8 

一 均支 負 傷 106 96 98 114 111 112 

加 三Eコ三 3 2 2 6 6 6 

自 J員 行為 9 9 9 9 7 7 

急 病 379 349 351 371 357 357 

手伝 院 39 37 37 38 38 38 

10 10 2 2 

他σ3 その他 17 3 3 14 2 3 

不 搬 活 73 45 



市
道
北
鬼
江
古
島
線
の
立
体
交
差

事
業
の
一
部
工
事
と
し
て
、
北
鬼
江

踏
切
の
海
側
に
橋
脚
一
基
を
新
設
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
期
間
中
は
、
車
両
を
一

方
通
行
の
制
限
(
海
側
か
ら
山
側
へ

の
一
方
通
行
)
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
制
限
の
期
間
(
予
定
)

平成元年 2月広報うおづ(7) 

平
成
元
年
二
月
中
旬
か
ら

平
成
元
年
三
月
末
日
ま
で

な
お
、
通
行
に
あ
た
っ
て
は
迂
回

路
が
ク
ラ
ン
ク
状
で
あ
り
、
ま
た
冬

期
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
万
全
の

ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
鬼
江
川諮
妨
の
立
体

交
差
事
業
の
あ
ら
ま
し

こ
の
事
業
は
、
交
通
安
全
と
渋
滞

を
解
消
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、

道
路
延
長
約

ω
m、

幅
員
7

m
で
、
う

ち
盛
土
部
延
長
約

捌

m
と
高
架
部
約

m
m
で
す
。

ま
た
、
歩
行
者

を
対
象
と
し
た
地

下
道
は
、
階
段
部

を
含
め
延
長
M
m
m
、

幅
員

U
m
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
事
業
全
体

の
工
期

・
工
程
な

ど
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
議

中
で
あ
り
ま
す
。

道下小学校

消防虫初式
出
初
式
で
表
彰

1
月
6
日
、
恒
例
の
魚
津
市
消

防
機
関
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚
津
神
社
で
鎮
火
祈
願
、
大
泉

寺
で
義
勇
塔
参
拝
の
の
ち
市
中
パ

レ
ー
ド
に
移
り
、
市
役
所
前
で
分

列
行
進
を
し
、
市
役
所
前
公
園
で

一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
役
所
大
会
議
室
で

行
わ
れ
た
式
典
で
、
次
の
方
が
た

が
昭
和
臼
年
優
良
団
員
と
し
て
富

山
県
消
防
協
会
魚
津
支
部
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
例
年

支
部
長
表
彰
者
名
簿

第

2
分
団

第

4
分
団

第

5
分
団

第

5
分
団

栄芳光
作円松夫

団
員

若広 坪佐
島世崎伯

11 11 11 

第

7
分
団

第

9
分
団

第

9
分
団

第

9
分
団

第
日
分
団

第
比
分
団

第
凶
分
団

団
員

高畠高黒山松印
木山 村 回 目 山 田

卓久明和俊利俊
治雄彦則一夫ー

11 11 11 11 11 11 

事 故出場の概要 1i i 1 ~ 111111111111 i 111111 ~ 11111111 tll ~ ~ 11リ:111 i 1 : 11 : ~ 111 ; ! 11 

月日 種 glj 船籍港等 事故種別 海上動静 屯数 出動場所 救助人員 出動人員 所要時間

3.27 船舶(漁船) 経団 機関故障 晴 NE 3m 4.80 新潟県市振NE 2 2 3 4時間15分

4. 2 人のみの海難 函館市 陸岸より落水 曇 NE 3m 黒部市生地鼻NW1 4 2時間 5分

9. 14 11 八尾 高波に呑れた 曇 NE 5m 入善町横山 4 10時間20分

9. 15 J/ 八 尾 高波に呑れた 曇 NE 5m 入善町横山 3 5時間40分

10. 30 船舶(運搬船) 入善 浸 水 曇 NE 3m 108.00 魚津港内 4 4 2時間30分

11. 1 船舶(漁船) 経団 機関故障 曇 NE 3m 4.80 新潟県親不知沖 2 2 4時間00分

12. 24 船舶(漁船) 魚津 機関故障 曇 SW5m 石川県小木沖S/W8 4 3 5時間20分

1111 : 1 ~ i ~ 11 ! i 11111 i 111 i : " ; "1 ; 1111 ~川 1 1 11 1 11 ~ : i 11 i ! 1 ~ 1111 ;海難救助
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平成元年 2月

自9
2月.;1'""9日(日)午前9時30分

魚津東部中学校グラウンド

き

ところ

と
ムフグ.口

事

受付 ・集会

・開会式

・鈴 害IJ

.ソリゲーム

ミニスキー)
}競争リレー

・人間パワー)

・雪上ドラゴン競争

.雪上ミニサ ッカー

・雪上騎馬戦

・中食 (ふれあ い)

.ボール送り

・雪のギネス

・雪博士クイズ

・三世代交流ゲートボール

・雪像と 雪の絵画づくり

・雪だるまづくり

・閉会式

行間

- 9:30 

9:00-10:00 

10 : 00 -12 : 00 

10: 00-14: 30 

14: 30-15: 00 

時

12: 00-12: 30 

12: 30-14: 30 

「雪
に
鍛
え
」
「
雪
に
学
び
」
「
雪

に
親
し
む
」
を
テ

l
マ
に

2
月
刊
日

東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

「
魚
津
っ
子
」
雪
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。「

魚
津
っ
子
」
雪
ま
つ
り
は
、
雪

像
と
雪
の
絵
画
づ
く
り
、
雪
上
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

、
雪
だ

る
ま
づ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
、
子
供
と
大
人
が
一

緒
に
な
っ
て
、
楽
し
く
遊
び
、
雪
に

負
け
な
い
元
気
な
「
魚
津
っ
子
」
を

育
て
る
の
が
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

あ
っ
た
か
い
豚
汁
と
う
ど
ん
、
焼
そ

ば
、
お
し
る
こ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

模
擬
屈
が
あ
り
ま
す
。

親
子
一
緒
に
、
楽
し
い
冬
の
一
日

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

昨年の雪像づく

模
擬
庖
(
有
料
)

-
豚

汁

.
、
つ
ど
ん

・
焼
そ
ば

-
お
し
る
こ
等

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
議

所
、
魚
津
郵
便
局
、

N
T
T
、
北
陸

電
力
(
株
)
、魚
津
農
協
、経
団
漁
協
(
漁

商
)
の
皆
き
ん
が
、
賛
助
出
庖
し
ま

す
。

n 

車
両
通
行
止
に

つ
い
て

当
日
、
東
部
中
学
校
と
魚
津

高
校
の
聞
の
市
道
は
、
午
前

8

時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
歩
行
者

天
国
と
な
り
、
車
両
は
通
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

駐

車

場

案

内

O
東
部
中
学
校
校
舎
前

雪上
ゲートボール

O
魚
津
高
校

O
市
役
所

O
魚
津
地
域
建
築
組
合



lIi 

平成元年 2月広報うあ、づ(9) 

バレーコート

フール
@
車
柄
通
行
止

会場
三肉園

出庖コーナー

東部中学校校舎

体育館

間合わせ先 r魚津っ子」雪まつり実行委員会事務局(市役所社会福祉課内 ft22-2200内線123)



。。

み
ん
砲
の
ま
.
漏

E
V

広報うおづ

昨
年
末
か
ら
内
装
の
改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い
た
市
室

内
温
水
プ

l
ル
は
、
プ
ー
ル
槽
の
塗
装
と
線
引
き
、
鉄
骨
ア
ン

グ
ル
の
塗
装
な
ど
の
工
事
が
完
了
し
、

1
月
辺
日
の
日
曜
日
に

待
望
の
プ
l

ル
聞
き
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、

9
時
初
分
か
ら
開
館
の
式
典
が
あ
り
、
そ
の
あ
と

自
由
形
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
、
平
泳
ぎ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
の

順
に
市
内
小
・中
学
生
に
よ
る
模
範
泳
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
0
時
初
分
か
ら
5
時
ま
で
は
、
市
民
一
般
に
無
料
開
放

さ
れ
、
多
く
は
今
年
の
初
泳
ぎ
と
い
う
こ
と
で
、
館
内
に
歓
声

が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

平成元年 2月

…3
湾
の
歩
こ
う
会
欄

3
月
の
歩
こ
う
会
は
、
5
日
(
日
)

に
、
友
道
|
大
海
寺
野
|
大
谷
又
は

開
木
山
方
面
へ
と
約
6
M
余
り
歩
き

ま
す
。

(な
お
大
谷
方
面
な
ら
大
谷

温
泉
、
開
木
山
方
面
な
ら
志
む
ら
の

湯
で
懇
親
会
の
予
定
)

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
9
時

ま
で
、
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
(
軽
食
持
参
)

受
講
生
募
集

冬
期
親
子
体
力
づ
く
り
教
室

親
子
で
思
い
き
り
体
を
動
か
し
、

い
い
汗
か
い
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と

幸
せ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ

と

き

2
月
四

・
お
日

3
月
日

-m
・
お
日

(
5
回
コ

l
ス
)

午
後
1
時
初
分
i

3
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ

内

容

ト

ラ

ン

ポ

リ
ン
・
リ
ズ

ム
体
操

・
親
子
組
体
操

ほ
か

マ

対

象

3
歳
児
l
小
学
3
年
生

ま
で
の
親
子
初
組

マ
受
講
料
一

、
0
0
0円
(
親
子
二

人
)、
な
お
子
供
一

人
ご

と
に
三

O
O
円

マ
申
込
み
方
法
2
月
日
日
ま
で
に

市
総
合
体
育
館
へ
申
込

み
く
だ
さ
い
。

包
(⑫

1
2
6
3

第
日
回
魚
津
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

マ
と

2
月
刊
日
(
日
)

午
前
8
時
初
分

市
総
合
体
育
館

き

マ
と
こ
ろ

マ

種

目

〈団
体
戦
〉

・
地
区
対
抗
戦
(
一
般
の
み
)

(
3
ダ
ブ
ル
ス

6
人
編
成
)

.
男
子
ダ
ブ
ル
ス
(
お
歳
以
上
)

.
女
子
ダ
ブ
ル
ス
(
フ
リ

l
)

-
男
子
ダ
ブ
ル
ス
(
フ
リ

l
)

〈個
人
戦
〉

・
中
学
校
の
部
(男

・
女
)

・
一
般
男
子
の
部
(
一
部

・
二
部
)

.
一
般
女
子
の
部
ご
部

・
二
部
)

.
お
歳
以
上
男
子
の
部

・
家
庭
婦
人
の
部

。
全
種
目
ダ
ブ
ル
ス
戦

マ
そ
の
他

試

合

用

シ

ャ
ト
ル
コ

ツ

ク
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
み
方
法
2
月
日
日
(
土
)
ま

で
に
市
総
合
体
育
館
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
間
合
わ
せ
先
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
事
務
局

保
要
孝
三
(
宮
②
3
7
2
8
)

:忍;湯

とき 行事名 ところ

第37回魚津市民

体育大会スキー 大谷スキー場

5日(日) 競技会

市連青パドミン
総合体育館

トン ・卓球大会

第 3回魚津市ビ

8日附
ーチノ〈レーボー

総合体育館
ル選手権大会開

幕

18日仕)
冬季親子体力づ

総合体育館
くり教室開幕

市民パドミント

19日(日)
ン大会

総合体育館
市ハンディ一車

球大会

25日仕)
軽スポーツ実技

総合体育館
講習会

市青年学級ビー

26日(日) チバレーボール 総合体育館

大会



も
め
会
ま
た

ι
U州」

新
し
い
本
か
ら

平成元年 2月

〈

一

般

〉

昭
和
の
こ
と
ぱ

永
沢
道
雄
他

7
つ
の
国
境

増

井

和

子

新
ア
メ
リ
カ
物
語
レ
ー
ガ
ン
以
後

を
読
む

B
・
ラ
イ
シ
ュ

ふ
り
む
け
ば
下
町
が
あ
っ
た

枝
川
公
一

ポ
ウ
ポ
ウ

ア
グ
ネ
ス
の
宝
宝
子
育
て
奮
戦
記

仁

藤

泰

子

長
屋
政
談

韮

沢

忠

雄

小
さ
な
資
本
で
大
き
く
稼
ぐ
庖
の
っ

く
り
方

水
口
ひ
ろ
し

モ
ノ
を
見
つ
め
り
ゃ
時
代
が
わ
か
る

徳

丸

壮

也

女
と
男
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
・:

笑
福
亭
鶴
瓶

い
き
い
き
パ

l
ト
で
副
収
入

百
々
由
紀
男

い
ま
さ
ら
旅
の
受
験
日
記麻

那
古
宣
子

〈
文
学

・
小
説
〉

哀
し
い
予
感

吉
本
ば
な
な

私
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

宮

崎

緑

広報うおづ(11) 

時
の
筏

加
藤

泣
い
て
笑
っ
て
が
ん
ば
っ
て

海
老
名
香
葉
子

神
々
の
愛
で
し
海

辻

邦

生

制
覇
す
る
者

上
・下

竹

島

将

小
春
日
和

金
井
美
恵
子

父
に
関
す
る
噂

神
津
カ
ン
ナ

耳
の
中
の
声

佐

藤

愛

子

心
に
の
こ
る
い
ろ
ん
な
話宇

野

信

夫

平
和
交
響
楽
上
・中

・

下

豊

田

穣

浮
島

渡
辺
淳
一

は
な
子
さ
ん
の
文
学
探
検如

月

小

春

銀
河
郵
便
は
三
度
ベ
ル
を
鳴
ら
す

大
原
ま
り
子

死
因
の
首
を
斬
る

加

藤

正

借
り
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま
で

で
無
料
で
す
。

2
月
の
日
曜
開
館

初
日
(
第
4
日
曜
)
開
館

翌
日
(月
曜
日
)は
休
館
で
す
。

ごろの

重また一 休

だ 休館で め2、般読雲 且企の昌告

き い上旬月いた の お

。すしま から 部改装内 ，ヌ~[]
の 20 勺
で日工 せ
、ご 事 幸

子

市立図書箇宣言麿

ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

食
と
き

2
月
お
日
(
木
)

午
後
1
時
初
分
1

3
時
初
分

会

講

師

桃

野

真

晃

先

生

(
富
山
県
文
化
課
副
主
幹
)

市
民
教
養
講
座

2
月

n
日
(
水
)

午
後
1
時
鈎
分
1

3
時
ぬ
分

O
テ
ー
マ
ギ
リ
シ
ャ
思
想

O
講
師
洗
足
学
園
魚
津
短
大

助

教

授

大

森

洋

一

先

生

川

柳

教

室

会

と

き

2

月

8
日
(
水
)

午
後
1
時
初
分
1

4
時

脇
坂
正
夢
先
生

どなたでも参加できます。

ft22-0462 

会
講
師

ワ
ー
プ
ロ
実
務
教
室

仙

入
門
か
ら
初
級
コ

l
ス
ま
で

O
と
き

3
月
比
日
(
火
)
か
ら

3
月

η
日
(
金
)
の
4
日
間

午
後
5
時
却
分
i

8
時
初
分

O
と
こ
ろ
魚
津
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

O
受
講
料
一

O
、
0
0
0円

(
一
日
二
、
五

O
O円
)

O
定

員

叩

人

O
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

包
⑫
9
5
7
9

(受
付
時
間
は
午
後
1
時
i

9
時、

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。)

下村木町

O
と
き

日色ともゑさん講演会
(劇団民芸女優)

3月19日(日)

午後 1時-3時30分

ところ 魚津市民会館大ホール

、. (担当、市健康センター)

「芸と“がん"と宇野重吉」

きと

第

3
回
市
民
将
棋
大
会

マ
と
き

2
月
初
日
(
日
)

受
付

9
時
初
分

試
合
開
始
日
時

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

マ
参
加
資
格
魚
津
市
在
住
者

・
出

身
者
又
は
通
勤

・
通
学
者

マ
ク
ラ
ス
別

A
級

有

段

者

B
級

級

位

者

C
級

初

心

者

マ

会

費

一

般

一

、五

O
O
円

学
生
一
、

0
0
0
円

マ
間
合
わ
せ
先

宮
②
0

5
8
3

又
は
宮
②
3

8
5
4
飛
世
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道

平成元年 2月

* 下
水
道
の
進
み
具
合
い
は
?

Q

魚
津
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
川
の
瀬
浄
化
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
た
そ
う
で
す
が
、
い
つ
か
ら

利
用
で
き
る
の
で
す
か
。

A

川
の
瀬
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

日
月
に
完
成
し
、
川
の
瀬
団
地
内
の

管
渠
の
布
設
が
完
了
し
て
い
ま
す
の

で
、
川
の
瀬
団
地
に
入
居
さ
れ
れ
ば
、

い
つ
で
も
使
用
で
き
る
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
木
下
新
地
区
の
一
部
に

つ
い
て
は
現
在
管
渠
の
布
設
工
事
を

行
っ
て
お
り
、

3
月
中
ご
ろ
に
は
完

了
す
る
予
定
で
、
魚
津
市
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
は
、

4
月

1
日
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業
魚
津

市
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
行
わ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
今
年
は
ど
ん
な

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

A

魚
津
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

工
事
は
、
約

3
年
間
か
か
る
予
定
で
、

今
年
は
水
処
理
施
設
(
最
初
沈
澱
池
・

エ
ア
レ

l
シ
ョ
ン
タ
ン
ク

・
最
終
沈

澱
池

・
塩
素
混
和
池
)
を
建
設
し
て

い
ま
す
。

Q
・
市
内
の
あ
ち
ニ
ち
で
下
水
道
の

工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
を

し
て
い
る
の
で
す
か
。

A

魚
津
市
役
所
周
辺

・
魚
津
駅
周

辺

・
本
新

・
北
鬼
江

・
港
町
・本
江
・

新
角
川
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
工
事

は
、
下
水
道
の
管
渠
の
布
設
を
し
て

い
る
の
で
す
。
下
水
道
の
管
渠
は
、

臼
年
度
末
ま
で
で
約
二
九
、
三

0
0

メ
ー
ト
ル
が
布
設
さ
れ
ま
す
。

Q

下
水
道
工
事
に
は
、
た
く
さ
ん

の
お
金
が
か
か
る
そ
う
で
す
が
、
い

ま
ま
で
、
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
使

わ
れ
た
の
で
す
か
。

A

昭
和

ω年
度
の
下
水
道
事
業
開

始
か
ら
臼
年
度
ま
で
、
魚
津
市
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
で
、
処

理
場
建
設
・
用
地
費
と
し
て
約
二
億

二
千
万
円
、
管
渠
費
で
約
一
億
八
千

万
円
、
合
計
約
四
億
円
で
す
。
ま
た
魚

津
市
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
処
理

場
建
設

・
用
地
費
と
し
て
約
十
億
八

千
万
円
、
管
渠
費
で
約
十
四
億
七
千

万
円
、
合
計
二
十
五
億
五
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

Q

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
か
。

A

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成

3
年
日
月
に
約
二
百
へ
ク
タ
|

ル
で
一
部
供
用
開
始
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
ま
す
。

お

願

し、

下
水
道
工
事
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
、
魚
津
市
の
下

水
道
事
業
に
ご
理
解
を
賜
わ
り
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行

相

談

政

と

き

毎

月

第

1
・
第

3
木
曜
日

午
後
l
時
i
4
時

市
役
所
市
民
相
談
室

と
こ
ろ市

相

談

民

き

日

曜

・
祭
日
以
外
の
毎
日

午
前
9
時

1
午
後
5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

と

教

ョ~
同

相

談

と

き
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日

午
前
9
時

i
午
後

5
時

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

と
こ
ろ高

年
齢
者
職
業
相
談

日
曜

・
祭
日
及
び
第

2
・

第
4
土
曜
日
以
外
の
毎
日

午
前
9
時

i
午
後
5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

市
役
所
高
年
齢
者
職
業
相

談
室

と

き

、ζ
予

」

ヲ

A
ソ

職

相

談

内

と

き

毎

週

火

・
水

・
金
曜
日

市
役
所
商
工
観
光
課
内

〉」こヲつ人

権

相

談

と

き

2
月
刊
日
(
金
)

午
後

1
時

1

4
時

サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階

と
こ
ろ



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

上
半
期

(
4
月
i
9月
)
の

医
療
費
の
実
績

昭
和
臼
年

4
月

1
9
月
の
一
人
当

た
り
医
療
費
の
結
果
が
出
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
医
療
費
は
日
割

分
の
金
額
で
、
被
保
険
者
の
種
類
別

に
前
年
同
期
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
の
伸
び
が
大
き
い
た
め
、
全

体
と
し
て

8
%を
超
え
る
伸
び
率
と

上半期(4月""'9月)の 1人当たり医療費

昭和63年度 昭和62年度 伸び率

一 般 71，412円 67，692円 5.50 % 

退職 者 146，817 145，363 1.00 

老 人 315，053 289，903 8.68 

言十 123，136 113，320 8.66 

平成元年 2月広報うおづ(13) 

な
り
ま
し
た
。

一
人
当
た
り
医
療
費

が
伸
び
る
と
、
い
つ
か
は
保
険
税
の

引
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
医
療
費
を
大
切
に
使
う
こ

と
に
よ
り
、
少
し
で
も
伸
び
率
を
低

く
抑
え
る
の
が
、
国
保
加
入
者
の
共

通
の
願
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
健
康
の

保
持
増
進
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

医
療
費
の
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

c 同医学長i撃的空襲撃の

こ
の
発
作
は
く
り
返
す
こ
と
が

多
く
、
将
来
は
大
き
な
脳
梗
塞
に

発
展
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
す
ぐ
回
復
し
た
か
ら
と
い
っ

て
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
心
臓
の
発
作
が
急
激
に

起
こ
っ
た
り
、
急
激
な
貧
血
が
起

こ
る
よ
う
な
場
合
、
さ
ら
に
は
急

激
に
血
圧
が
上
が
っ
て
シ
ョ

ッ
ク

を
起
こ
す
場
合
に
も
一
過
性
虚
血

を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

病
院
で
検
査
を
受
け
れ
ば
、
脳

梗
塞
の
前
ぶ
れ
か
ど
う
か
の
診
断

が
つ
き
ま
す
。

ご
く
軽
い
発
作
の

場
合
で
も
、
必
ず
検
査
を
受
け
て

早
い
う
ち
に
治
療
を
し
て
く
だ
さ

脳
卒
中
は
、
脳
の
血
管

が
つ
ま

っ
て
血
液
の
循
環

障
害
が
起
こ
る
脳
梗
塞
と
、

血
管
が
破
れ
て
出
血
す
る

脳
出
血
と
の
二
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。

脳
出
血
の
発
作
は
、
な

ん
の
前
ぶ
れ
も
な
く
あ
る

日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
が
、

脳
梗
塞
の
ほ
う
は
、
た
い

て
い
前
ぶ
れ
発
作
が
あ
り

ま
す
。

急
に
片
方
の
手
が
し
び

れ
た
り
、
目
が
見
え
な
く

な
る
、
呂
律
が
回
ら
な
く

な
る
、

一
時
的
に
記
憶
が

な
く
な
り
、
ど
こ
に
い
る

G離陸生昇隠注意毒

の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
、
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
が
、

2
1
3
分
か
ら

μ
時
間
以
内
に
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
治
り
ま
す
。
前
ぶ
れ
発
作
を
、

専
門
的
に
は
一
過
性
脳
虚
血
発
作
と

呼
ん
で
い
ま
す
。川、、

3
0

『、、

血
圧
は
、
い
ろ
い
ろ
の
要
因
で
上
が
っ
た
り
下
が

っ
た
り
し
ま
す
。
温
度
の
影
響
も
大
き
く
、
冬
と
夏

で
は
正
常
な
人
で
も
初
程
度
、
高
い

人
で
は
印
以
上

も
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

夏
の
聞
は
安
定
し
て
い
た
血
圧
が
、
急
に
冷
え
こ

む
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
上
昇
す
る
た
め
、
こ
の
時
期

は
心
臓
病
や
脳
卒
中
発
作
が
発
生
す
る
一
つ
の
ヤ
マ

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
ぎ
み
の
人
や
高
齢
者
は
、
寒
さ
に
は
十
分

の
注
意
を
。

室
温
、
特
に
ト
イ
レ

・
脱
衣
場
の
暖
房
に
気
を
つ

け
、
夜
間
、
排
尿
す
る
よ
う
な
ら
、
枕
も
と
に
「
し

び
ん
」
を
置
い
て
お
く
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で
す
。

外
出
す
る
と
き
は
、
帽
子
や
手
袋
を
し
、
で
き
る

だ
け
あ
た
た
か
く
す
る
こ
と
。
雨

や
風
の
日
の
ゴ
ル
フ
や
、
冷
た
い

風
に
向
か
っ
て
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な

ど
も
ご
用
心
。

日
本
人
は
熱
湯
好
き
で
す
が
、

急
に
熱
い
風
呂
に
入
る
と
、

一
時

に
印
も

ωも
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。

は
じ
め
は
な
る
べ
く
ぬ
る
い
風
呂

に
入
り
、
上
が
る
こ
ろ
少
し
熱
く

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
首
ま
で

と
っ
ぷ
り
つ

か
る
の
も
水
圧
で
心

臓
を
圧
迫
し
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

し
、
お
酒
を
飲
ん
で
の
入
浴
は
厳

禁
で
す
。
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平
成
元
年

小
雪
の
チ
ラ
つ
く
平
成
元
年
の
成

人
式
は
、
1
月
日
日
の
成
人
の
日
に

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
女
性
の
参
加
者
の

9
割
は

振
袖
姿
と
な
り
、
数
年
前
ま
で
の
華

美
な
服
装
の
自
粛
に
つ
い
て
は
、
す

っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
ま
し
た
。

式
典
の
前
に
西
布
施
青
年
団
員
に

よ
る
「
餅
っ
き
踊
リ
」
が
演
じ
ら
れ

会
場
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
に
、
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
市
長
の
祝
福
と
激
励
の

式
辞
に
続
い
て
優
良
青
年
と
団
体
の

表
彰
が
行
わ
れ
、

黒
崎
修
・久
保
田
満

宏

・
林
豊
蔵

・
浦
田
俊
弘

・
山
越
幸

平成元年 2月

式
川一

美
の

5
人
の
皆
さ
ん
と
片
貝
校
下
青

年
団
に
表
彰
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
青
年
の
主
張
と
し
て
経

崎
陸
子
さ
ん
の
「
私
の
職
業
と
将
来

の
展
望
」
と
題
す
る
発
表
が
あ
り
、

約
1
時
間
で
式
典
は
終
わ
り
ま
し
た
。

人

_ -_" _......ー・， ' ・・.一.一'.・ ...・.・.・.ーー.・・・.・.-・:... ・・・ ー:~ -" .. ---.'・'.・.・"・'.・. ・・・...・?・".・;:._..:.....・........ ・・ ~.:.・・・・..:.・ ・・・".・・・・.一-・..一 ー'・・・ .- .ー'.‘・・ー .. ...-..; ';.. .・・・.・"，・ .. ..・ .・.・.・・ .・一"・.'一-ー・一・...--・， -・..・.・， ， .. .・"・..一一 ・.一一-...... 一'・・・.・ ・・ E.・.・.て..'
'"・・ら.・
. '.・・.・・一.・.-. ・.・.・ご・ ・牟-.・-・・・..・・. 

子さん 慶

(新角川 2丁目)

新成人となり 犠 しく思います。これからも社会勉強に努め、

女性らしく、夢を持ち続けたいと思います。

子さんEI 
回目伊友倉神

..・ ー・.'..て・・J・・..・
'.・・・・...・.・・ー ・・・ー・，.......-.、:・・・:てに.
ー.・.・・.・?・・.・...・‘
~ ;;: - _.. -・3・......-
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-・ ・.・"一一-一一.一一.-...-...._ --.'.・.・・..・.・.・二 .:m: 

h ・.・ ・..・・・._..:- .:::再
三;・f・.. ・-ーー..・..:

一
/ かや

北
海
道
の
す
ぐ
北
に
あ
る

エ
ト

ロ

フ
島
、
ク
ナ
シ
リ
島
、
シ
コ
タ
ン
島
、

ハ
ボ
マ
イ
群
島
の
北
方
四
島
は
、
戦

後
ソ
連
が
占
領
し
、
返
還
し
よ
う
と

し
ま
せ
ん
。

四
島
は
、
歴
史
的
に
も
日
本
固
有

の
領
土
で
あ
り
、富
山
県
出
身
者
は
、

北
海
道
出
身
者
に
次
い
で
多
く
住
ん

で
い
ま
し
た
。

「
二
月
七
日
」は
、
日
本
固
有
の
領

土「
北
方
四
島
」
の
早
期
返
還
を
国
民

全
体
の
願
い
と
し
た
日
で
す
。

市
で
は
、
北
方
領
土
の
一

日
も
早

い
返
還
を
願
っ
て
、
市
庁
舎
屋
上
に

「
ね
ば
り
抜
く

熱
意
で
戻
せ
北
方
領
土
」

の
看
板
を
掲
示
し
、
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。



今
年
も

良
い
事

あ
り
ま
す
よ
う
に

1
月
口
日
、
富
山
県
鮭
鱒
、魚
津
・

経
団

・
道
下
の
各
漁
協
、
魚
津
中
刑
七

漁
船
船
主
組
合
と
魚
津
市
出
漁
団
の

共
催
に
よ
る
魚
津
市
航
海
安
全
大
漁

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事

の
あ
と
、
清
河
市
長
や
県
知

事
な
ど
の
激
励
を
受
け
、
参
加
者
一

同
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
祈
願
祭
で
表
彰
さ
れ
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
者
氏
名
(
敬
称
略
)

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

上

岸

将

行

平

崎

進

マ
市
長
感
謝
状

高

岸

正

男

マ
同
一
船
主
お
年
勤
続
者
表
彰

野
々

義
弘

マ
同
一
船
主
叩
年
勤
続
者
表
杉

原

因

勉

高

岸

正

信

浜

田

義

男

平成元年 2月広報うあ、づ(15) 

デイ@サー巳ス
@お細島建

魚津市デイ・サービス・センター

大光寺456
ft22-2879 

市では、入浴等日常生活に支障がある

お年寄に対して、入浴、食事、リハビリ 、

送迎等のサービスを行ない休養もできる

(ベ ッドもあり )事業を行なっています。

-利用料 1日 600円

・利用時間 午前 9時~午後4時
・その他詳しいことは、地区担当民生委

員又は社会福祉課福祉係(電話内線121

番)までお問い合せください。
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一週

松
倉
金
一揖
…い一
一

越
中
七
金
山
の
う
ち
三
つ
ま
で
が

魚
津
市
、
そ
れ
も
松
倉
地
区
に
集
中

し
て
い
た
こ
と
は
、前
に
も
触
れ
た
。

松
倉
金
山

・
虎
谷
金
山

・
河
原
波
金

山
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
在
虎
谷
地
区

に
は
人
家
が
あ
る
が
、
松
倉
(
松
倉

地
区
の
最
奥
の
上
市
町
と
境
界
を
接

す
る
付
近
)
と
河
原
波
は
、
人
跡
が

途
絶
え
て
久
し
い
。

こ
の
う
ち
松
倉
金
山
の
発
見
が
も

っ
と
も
古
く
千
四
百
年
ご
ろ
、
河
原

波
金
山
は
千
五
百
三
十
年
ご
ろ
、
虎

谷
金
山
が
一
番
新
し
く
、
江
戸
初
期

の
千
六
百
十
五
年
ご
ろ
と
い
わ
れ
、

い
ず
れ
も
金
か
ら
銀
に
、
そ
し
て
銅

も
掘
り
つ
く
さ
れ
て
廃
坑
と
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
発
見

・
発
掘
に
は
多
く
の
山

師
が
集
ま
り
、
ま
た
人
夫
と
し
て
多

く
の
人
び
と
が
山
に
送
り
込
ま
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

松
倉
小
学
校
に
は
、
二
枚
の
金
山

絵
巻
が
あ
り
、
採
掘
か
ら
精
練
ま
で

の
様
子
が
刻
明
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

残
念
な
が
ら
松
倉
の
金
山
を
描
写
し

た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
細
部
は
別
に
し
て
も
、

大
略
の
状
態
は
想
像
で
き
る
。

物
が
物
だ
け
に
、
秘
密
も
厳
重
で
、

産
出
額
も
正
確
な
額
は
つ
か
め
な
い
。

こ
こ
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
金
銀
は
、

こ
の
地
の
支
配
者
で
あ
っ
た
椎
名

・

上
杉

・
前
田
氏
に
上
納
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
現
在
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
形
で
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

虎谷金山跡坑道口

恥

-mLFHrz創
d
t主導
ZF4ww干

の1
事
長
申
五
身
長
川
町

eh
z奈
F
J
4
91

8m
ua考
，古
イ
£
5
・'是
珍

nr庁

総
栃

hMf-正
λAtab
L
ぬ
ふ
ろ
川
匂
渇
婚

し
戸
昨

4
b砂
方

4
事
情
坊主
、落
札"貢
:

4
ま
wp
以
V
A庁事町
、、ゑ

同
町叶小
、必
需
品
-避

す

m
a
ム‘
HHhム
-
bムハ必
ず
舟

d
h，l

ぽ
怜
昆

川
子
会
γ
急

r
h
N作

Z
Z
月
ふ
失

gd
。-s
認し刷
、Ib
guH4trゅ
a，え

を
よ砕いふ
E
E・4
停
か在
税
金

e

鳥
f
L
#
M
M出

i
宇

H
d，
E
-ゅん
i

u秒

?
z
b
fvが
み
令
t
出

向
本一等立
de伊
な

E

P

久
柑
土
井
正

松倉山由来書上申帳

諸冨穏

の

毎
週
火
曜
日
夜
の
経
団
公
民
館

3

階
ホ

l
ル
に
は
、
一
種
荘
厳
と
も
い

う
べ
き
緊
張
し
た
空
気
が
み
な
ぎ
る
。

指
導
者
元
良
芳
子
さ
ん
の
掛
声
で

叩
人
余
の
ご
婦
人
方
が
、
ア
ク
ロ
バ

ッ
ト
的
に
手
足
を
曲
げ
た
り
、
身
体

を
反
ら
せ
た
り
し
て
い
る
。
経
団
婦

人
会
で
主
催
の
市
内
で
は
珍
し
い
「
ヨ

ガ
」
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

か
な
り
激
し
い
動
き
に
見
え
る
が
、

1
時
間
切
分
休
み
な
く
、
呼
吸
法
を

交
え
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
。

会
員
は
初
人
足
ら
ず
で
あ
る
が
、

皆
さ
ん
、
週

1
回
の
こ
の
日
が
待
遠

し
く
、
休
む
と
身
体
が
変
調
に
感
じ

ら
れ
る
と
い
う
。

サ
ー
ク
ル
が
始
ま

っ
て
3
年
近
く

に
な
る
が
、
胃
腸
の
具
合
い
が
良
く

な
り
、
腰
痛
な
ど
も
出
な
く
な
っ
た

と
会
員
の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
い
る
。

終
わ

っ
て
冬
の
夜
の

9
時
過
ぎ
、

満
足
感
に
浸
り
な
が
ら
三
三
五
五
家

路
に
つ
く
の
で
あ
る
。

魚
津
せ
り
込
み
蝶
六
保
存
会
は
、

昨
年
末
に
東
京
五
反
田
の
東
京
簡

易
保
険
ホ
ー
ル
で
、
全
国
か
ら
別

団
体
が
出
場
し
て
聞
か
れ
た
テ
レ

ビ
東
京
主
催
の
「
故
郷
の
歌
と
踊

り
日
本
一
(
第

5
回
日
本
民
謡
民

舞
大
賞
)
大
会
」
で
審
査
員
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
本
民
謡
の
踊

り
を
中
心
に
歌
と
伴
奏
の
技
量
を

加
味
し
た
総
合
芸
術
と
し
て
の
舞

台
表
現
力
を
競
う
も
の
で
、
同
保

存
会
が
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
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広

1
月
刊
日
、
坪
野
小
学
校
で
書
初

め
競
書
会
が

3
i
4
限
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

1
1
2
年
生
日
人
で

l
ク
ラ

ス、

3
i
4
年
生

8
人
で

l
ク
ラ
ス
、

5
年
生

5
人、

6
年
生
3
人
で
各
1

ク
ラ
ス
の
4
ク
ラ
ス
編
成
で
、
小
人

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
熱
心
に
課

題
に
取
組
み
、
最
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

見
事
な
作
品
に
仕
上
げ
て
満
足
そ
う

で
し
た
。

広報うおづ(17) 

o 0 0 t ほぶ 《 ー 0 00  吉昭 j甫{し、よ お .... ・・・..真昭 村

島和 (辺{い元く 母 a・・・・・h成 和 ♀上
9 62長員IJ ~ 気食 さ ・・開園・・E寺 63 汁

0 年女ー亜{ で べ ん a・・h 環叫aョ・E 町年 玉光
o 7 '-' ・由{ 強 、の a・・・・1?乏1;司....2 4 樹'太
|月 祐美{ いよ - ..同・V~..". I月 さ 郎
3 27 香ち f 男〈 言 事:; ~1IJ1菌誠司L....... 27 24ん く

日 子ゃ{ の寝》 a ; ぷ ・1鳳.rP
_ " 日夫ん

生 さん{ 子 て ，.幽岨画監-妻、a・・・ 生妻
ま ん i に 、 トコニニニ豆町ピ河- まの
れ夫{ なよ 長26・IC:士、rQ，_・れ次

妻 { つく ~þ~_.....íL謡a・・ 男
の E て遊 z 一一一一一二百ーーー ) 

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
で
明
る
い
子
に
育
っ
て
ネ
ノ

〈

2
月
の
行
事
〉

3
日
(

4

時

1

分

・
豆
ま
き

ロ
日
(
日

)
2
時
j

将
棋
大
会

初
日
(
日
)
叩
時
j

料
理
ク
ラ
ブ

※
申
し
込
み
は

η
日
(
金
)
ま
で
。伝承あそびに興ずる子供たち
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失ロ ら

j j蹴:子・吉川:送々t~:~・歯めbii 治tillPy.:q:じ ~

;0対象高校大学等吋問者又

はその親族 b社会福祉基金として

R r-. J~'ò 'JJ，，>Y.，，，， .;，，-，-，，，， ，'/"iffi>><a. 027，768円
①預金口座からあなたにかわって自動的 a0使途 進学のための必要資金

E 魚津地区同盟議長中川 勲
に手数料を払込みます。 ~ 0融資金額 l人あたり 100万円以内R .._. _ - ~ -" -. _.--. -.-.-. _._.. _ 0100，000円

② 口座振替日 R 0期間 5年以内(年5.7%) 色津飲食業組合組合長土居 平

平成元年 4月分から jo申込窓口 国民金融公庫、一般銀行、 b善意銀行へ

③ 申込先 i 信用金庫、労金、農協、漁協など (平成元年 1月10日受付分まで)

市内の鉄行 ・農協 ・漁協 ・労金 ・郵 R 0間合わせ先国民金融公庫富山支庖 谷島 清繰 町 50，000円

便局 i 富山市桜町 2-6-11 高三進一宮 津 100，000円

④ 口座振替月 ~ ft0764-31-1191 石崎平兵衛上口二丁目 100，000円

奇数月の末日 g r回目的問問目的目白目白∞∞∞∞∞∞∞守側村上あい 新金屋二丁目 50，000円

※口座振替についてのお問合せは生活環 ij:ijjj新選挙管理委:長決去る:;jjj 友田 道治新角川二丁目 10，000円

境課へ ft22-2200内線142 ii i野村幸男立 石 5，000円
R 2 昭和63年12月22日をもって任期満J 2 
3 3魚津ライオンズクラブ
i となった選挙管理委員には、次の方が E

中小企業弱診なさんへ jたが選任され、今後 4年間各選挙の執 j吉島小学校児童会

R 1=;'/--t.. -t， _ -r 1.， I - ¥，. /- -r~ n ，z I -t， R 北出重雄商庖8 1子にあた っていくことになりました。 Q

このほど労働安全衛生法が改正され、 1 1大 野 康 一 新 宿
t 記 5

4月 1日;から労働者数10人以上50人未満 ~ ~ 1=1 J=; .'~rrr1 -=l::: .. J •• I.l~ ~新川高等学校
E 委員長 j賓岡泰雄 喜

の事業場では、 職場の安全と健康の担当 i i勤労青少年ホ」ム友の会 26，270円
5 大光寺2，030-17g 

者として 、一定の安全衛生の実務経験(大 i i明星幼稚園母の会 11，370円
5委員長川 端仁四次 3 

卒 1年、高卒 3年、その他 5年)のある i職務代理者 jときわ会
5 六郎丸709-25 ~ 

人又は資格講習修了者の中から、業種に i i森 美子本江新町
E委 員大嶋正治 5 

応じて安全衛生推進者 (工業的業種)又 * ~ _--" -._ *魚津第二保育園職員一同
3 吉島 2-8ー 11 R 

は衛生推進者 (非工業的業種)を選任し、 R ~ ~ / ... '......... .-..u:.. R上中島小学校児童会 20，632円
3委 員谷口正雄 3 

職場に氏名を掲示しなければならないこ i i河岸 勉住 吉 30，000円
E 石垣446 ~ 

ととなりまし た。 l回目的目的問問問自由出向出向目的出向J 北陸銀行魚津支庖北親会 32，357円

詳い、 ことは、魚津労働基準監督署 - -_， 一 山首 ~ -=井とき 士 島 3，762円
百11↑i市11前|崎市無線漏品川川lull||j一 口

ft 22-0579へお間合わせください。 川III~III川 1 ttm1 1 川 1問問川|川1111111 g桝山 輝彦新角川二丁目 30，000円

F~~~~~~~~~~~~~~~' 川|川|川|川|川国家説 1，I~lel樫lull|l j 松倉克之中央通り一丁目 50，000円
呂 初ω" 百

交通事 ~ 0試験日 | ; 一 石 垣 新 … 
相談経級機微(無料) ~ I電話 級 | 電 信 級 | ドールスカウト 富山県第 1団 20，000円

物伊w" ~ i4月 16日(日) I 村木小学校サ ッカ一部 20，000円

午前 9時半~午後4時40分 (平 日) i | 又は I 4月18日(刈 R 魚津市役所井原会 10，000円

i土曜日は正午まで(第 2・第 3土曜日は& I 4月30日(EI) I ~紺屋町婦人会 3，575円

i休みます) i o受験申請書受付日 2月 1日-25日 i魚津工業高校インターアクトクラブ

K @専門の相談員が親身になってご相談 i この後は 8月と 11月に実施されますo i 124，255円

! に応じます g 0受験地金沢市 i石川伸次道 坂 37，635円

~ @弁護士相談日 :(無料) ~ . 0受験手数料 2，360円 i関口 清一 東 尾 崎 243，598円

j 毎月第 2・第 4木曜日 ~ 0受験申請書提出先 j桝山 一昭文化町 30，000円

E 午後 1時-4時 i 干920金沢市広坂 1-9-15 ~魚津運輸附 12，748円

i i 石川郷友会館内 無線従事者国家試験 R MO A魚津 7，376円

; 社団法人 日本損害保険協会 j センター北陸支部 ;島崎健二友 道 1… 円

。富山自動車保険請求相談センタ- j o間合わせ先 i有沢武雄本町一丁目 5，000円

; 一 糊1-18 j無一関験ω- K石垣健一利一丁目 … 
住友生命富山ビル 7階 a ft0762-22-7121 g西田 清作天神野新 1，700円

~ ft (0764) 32-2294 ~ テレフォン ・サービス i信金会会長鍛治清吉 30，000円

R *電話のご相談もお受けします i E0762-22-m29 i匿 名 10，000円

お せ

数手
れ
け
ノ取み

は
く
付

尿
ー

ν
k 〈敬称略〉

75，572円

17，000円

4，285円

50，000円

27，044円

7，540円

8，162円

4，127円

|ご利用ください |キャプテンサービス(テレビ画面案内)一市役所ロビー・水族館無料休憩所一
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伽鵬;治川机I?WI#II#.~ 働き干さき静香 Jふさき |閣議轍 議論糊搬::'::::総|
仰 あゑ;たの ゑ県 にiJ/llllt~ 二ンシ醐蝉従募集 3 内

側仰 II/IIJlJIIリ幽幽~llllllh ~ 勺 浮5季初燃は;ムル ! 魚津建築高等職業訓練校(校長若林 !

，.~一一 ， ~_，... ~ 0夜間定時制 週 5日(月一金)登校 3正一)では、平成元年度の訓練生を募 8

富山県では、県政に対する意見や要望 i 給食のあと午後 6時一 9時に学習 i 集しています。働きながら週 2回ほど i
を、広〈県民の皆さんから聞くため、県! ※学科 普通科(男 ・女)約80名 j 学ぶ形態で、期間は 3年間、経費は事 i
政モニターを募集しています 0 3 商業科(男 ・女)約40名 i 業主負担です。年齢は問いません。 g

0モニターの職務 ~ 0昼間定時制 毎日午前 8時50分から i 訓練終了者には、県知事の認定修了 i
県政に関するアンケートに回答してい~ 12時まで登校 i 書が交付されるほか、国家試験 2級技 i

ただくほか、県政全般にわたって、建設 j ※学科 普通科(男女)約40名 ;能士の受験資格が得られます。 ; 

的な意見 ・要望等を随時提言 していただ i 家政科(女子)約120名 8 0申込期限 3月31日まで 3 

きます。 ~ 0通信制 スクーリング月 2-4回、レ jo申込み、間合わせ先 i 
O募集人員 ・任期 50名、 2年間 i ポートは自宅で作成し自学自習 i 魚津市北鬼江313の3 魚津建築高等 i
O応募資格 i ※学科 普通科、家政科、衛生看護科 3 職業訓練校 ft22-5078 g 

県内に 居 住 す る 満 峨 山〉かたで、県 i fM制 批仇M し……………………J
政に関心をお持ちのかた。 i 

ただし、公職選挙法による公職者、公 I

務員及び県政モニター経験者は除きます。 ~

0応募方法 ・応募先 ! 
はがきに、住所 ・氏名(ふりがな)・性 1

別 ・生年月日 ・電話番号 ・職業区分 (① j 理コースは 2交代のみ。

0期間 3月26日-4月 1日の 7日間

0場所鹿児島県大島郡与論町

農 ・漁 ②建設 ・製造③サービス ・自由 i ※修業年限 2年間 i o費用 大阪班 74，000円-77，000円

④主婦⑤無職)・勤務先 ・各種モニタ- ~ ※学科 生活科学科(女)約80名 g (別に共通経費10，000円必要)

経験の有無 ・応募の抱負を記入の上、 iO志願期間 2 月 20 日 -3 月m正午ま~ 0説明会 大阪地区

干930富山市新総曲輪 1ー 7 富山県庁 i

企画県民部広報係へお申込みください。 g

0締切 3月31日 (当日消印刷) ~ 
O選考結果 8 (ただし通信制は 3月26日、 27日)

県政モニターになっていただく方には、 ~ @合格発表 3月30日附正午

4 月下旬にご本人宛にお知らせします。 ~ @間合わせ先 県立雄峰高校

0間合わせ先 県庁広報課 告側 @31斗

. 

性別 職 種 年齢 賃金 地区 員人
資格・経験
その他 性別 希職 望種

技技術術者者及見び習 18-35 10-18万円 魚、・六郎丸 5 不 問 営 業

販売員 18-30 11.7-18 /1 大光寺 2 高卒以上 営業

男 運転手 18-40 14-20 黒・三日市 3 普免以上 男 運転手

機 械 工 20-55 12.5-20 魚、・宮津 3 不 問
調理師

配達営業員 18-40 15-20 /1 新金屋 1 普 免
雑役

一般事務 18-30 11 魚、・小川寺 1 高卒・普免

石販売油製及事品務の 18-35 10.6-15.6 /1 住吉 2 /1 /1 

配達員

女 販売員 18-30 11.7-18 /1 大光寺 2 高卒以上
製造工

美容師 16-35 12-18 /1 上村木 1 技イン術ター者ン
女 炊 事

機械研磨工 18-40 9.2-12 /1 新金屋 4 不 問
一般事務

※詳し くは、魚津公共職業安定所(ft24一0365)へお間合わせください。 /1 

求人テレフ ォン ・サービス ft24-8841 男子(月~木)、女子(金~日 )

年齢

40 

41 

53 

35 

50 

47 

44 

49 

30 

29 

2月25日仕)15: 30 -17 : 00 

尉)国際交流センター

ft06ー772-5931

0申込み ・問合わせ先

脚)国際青少年研修会

住 所 希賃望金 免許・資格 前職・経験等 学歴

魚・古島
万円

普 免 営業 14年 高校22 

/1 持光寺 30 
普免 現場、営業、

大学2級土木 総務、 11年

/1 吉島 20 大型・大特 運転手 30年 中学

/1 新宿 25 
調理士

調理 10年 /1 
普 免

/1 末広町 18 三日也 免 菓子製造14年 /1 

魚、・新角川 10 普 免 配達員 6年 中学 |

/1 坪 野 10 普 免 運転手 l年 /1 

/1 吉島 8 建材加工11年 /1 

/1 北山 10 
普免

事務 12年 高校
珠算 2級

/1 末広町 10 
簿Be2級

普免珠算2級 医療事務 3年 短大

|ご利用ください |市政情報テレフォン・サービス ft22-3600 



位。

魚津市健康センタ一

吉島1165 ft24 -3999 

広報うおづ平成元年 2月

(2月〉よ保健だ

(午前 9時~午後 5時)

診療日 診療機関 ・住所 ・電話

2月5日(日)浦回(外)病院 本 江
告 22-5054

2月11日日j 江幡医院
j兵 経 団

宮 22-5052

2月12日(日)大崎医院
北鬼江

fi24-0301 

2月19日(円)扇谷医院 友 道
fi24-1355 

2月26日(円)河内病院
下村木町

fi22-3210 

3月5日(円)サ魚津ナ神ト経リウム
江 口

宮 22-3486
〔歯科〕

2月5日(1，1)岡田歯科医院 滑川市追分
宮 71-2851 

2月11日(:1:)t凶井歯科医院 滑川市j有l羽町
fi75-0159 

2月12日(円)!処平歯科医院 滑川市四間町
fi75-0277 

2月19日(日)水僑歯科医院 滑川市田中町
fi75-0577 

2月26日(1-1)藤井歯科医院 滑川市問中新町
fi75-0352 

3月5日([1)飯悶歯科医院 滑川市小泉
宮 75-3705

新川地区休日夜間急患医療センター

診療日 日眼目、祝日(午後 7時-1111寺)

所在地 黒部市三日市(黒部市消防署向側)

健康テ ν\\~{*\Wシ丸サービスを
ご利用て ださいo

ft0764 -42 -(1003 

(曜日) 2 月のテーマ

月 すい臓かンについて

火 ファミコンと子供の目

水 個人差の大きい更年期障害

木 歯の痛みはどうして起こる

金 飲みすぎた後の胃の状態

土 ・日 しつこい頭痛

0朝911寺30分から翌朝 9時30分までの24時

問、同じ内容のテープが流れます。なお、

祝日は前日のテーフ。が流れます。

0間合わせ先 富山県保険医協会

〒930富山市桜橋通り 6-13 

フコクピル11F fi0764-42-8000 

内 廿開』 と 対 象 と き 会場 ・ 備考

母親学総 妊婦とその家族 2月17日働 9:30 -16:00 ト→畳食をご持参ください

育児サロン 幼児と保育者 2月17日幽 10 : 00 -11 : 30 
市健康センター

2月 9日(木)
4か月児健診 4か月児

2月23日(木)
13: 00 -13: 30 

「バルクリン反応検

8か月児健診 8か月児 2月 8日令制 13 : 00 -14: 00 
査を併せて行し三ます。

離乳食講習会 " 2月10日幽 13 : 00 -13: 30 極券を発行します。
歯ブラシとタオルを

1歳6か月児健診62年7月生まれの児 2月28日(大) 13:00 -14:00 ご持参ください。

2月 2日(木) お母さんの貧J1I1検査も
股関節脱臼検診 3か月児 13: 00 -13: 30 

3月 2日(柑 行います。

ゑ児 61.1.16-61.1泊まれの児 2月 1日(*) 魚津保健所

61.2.1-61.2.15生まれの児 2月22日(7}¥) 13 : 00 -14: 00 尿の検査があります。

護61.2 .16-61. 2.28生まれの児 3月 1日ヤ，}¥)
老人ボケの相談も受け

心の健康相談 一般市民 2月14日(火) 13:30 -15:00 ます。

機能訓練 脳卒中後遺 2月 2日休)

市訓診lrll練臣察健はは測康定11セ03 ー 00-12 : OC (リハビ11テーション)症のある人
10:00 -15:00 : 00-14 : 00 

2月16日休) ンター

2月16日(木) 13 : 00 -14: 00 
心ぺ立図 ・検尿

健康相談 一般市民
拾策が受けられます。

2月14日(刈 10: 00 -11 : 30 百楽荘 血圧測定、相談

ツベルタリン反応検査 8か月児 2月 8日休) 13: 30 -14: 00 

S.C.G予防接種 " 2月10日働 13:00 -14:00 
市健康センター

10 : 00 -11 : 30 
道下公民館

毎週月曜日 下中島 11 
健康体操と

19: 30 -21 : 00 三ケ 11 
健康相談 一般市民

経団9:30-11 :00 11 
毎週月 ・

大町 11 
木H在日 10 : 00 -11 : 30 

本江 11 
0体操の出来る服装でおいで

村木 H 
ください。 10:00-11 :30 

毎週火曜日 西布施 11 
0 日をきめて、健康相談も実

9:30-11 :30 
(男)市健康センター施しています。

毎週水曜日 9:30-11 :30 (女)

毎週木曜日 19: 30-21 :00 宮津公民館

毎週水曜日 9:00-1l:00 
黒部保健所

胃がん検診 一般市民 (申し込みは魚津市健康 料金 70歳以上無料
センタ一、黒部保健所) 69歳以下 700円

子宮がん検診 一般市民
随時(申し込みは、魚津 市内産婦人科病院・医院

市健康センターへ) 料金 1，000円

り

本
年
一
月
七
日
、
大
行
天
皇
が
崩

御
さ
れ
ま
し
た
。
皆
き
ん
と
と
も
に

謹
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

明
治

・
大
正

・
昭
和
と
そ
れ
ぞ
れ

に
時
代
を
刻
ん
で
き
た
時
が
、
今
新

た
な
転
機
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
思

い
が
い
た
し
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味

も
含
め
て
、
今
月
は
魚
津
の
昭
和
史

を
お
お
ま
か
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。

こ
れ
を
見
て
感
じ
ま
す
の
は
、

魚
津
に
と
っ
て
昭
和
初
年
代
と
い
う

の
が
、
大
き
な
エ
ポ

ツ
ク

・
メ
イ
キ

ン
グ
の
時
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。平

成
年
代
の
魚
津
が
、
さ
ら
に
発

展
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

宮

n
|
2
2
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線
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市の人口
( 1月1日現在)

()内は前月対比

人口(男)23，862人

( +13) 

(女)25，901人

(+6) 

49，763人

(+19) 

世帯数 13，816世帯

計


